



















































































Freund，s complete adjuvantに混合したHRP（Horseradish peroxidase）ェマル
ジョンを予め足底に注射しておいた動物の内リンパ喪に上記HRPエマルジョンを注入すると、
全例において内リンパ秦への細胞浸潤と肉芽の形成が認められ、内リンパ水腫の発生が認められ
た。このように処置した動物の腹腔内にヒスタミンを投与すると、内リンパ水腫の程度は更に増
大することが認められた。ヒスタミン投与による内リンパ水腫の増大は嫡牛に於て最も大きく、
次に卵形嚢であり、球形嚢ではヒスタミン投与群と非投与群とで殆どその差は認められなかった。
ヒスタミン非投与群では聴力の低下は軽度であったが、ヒスタミンを投与した群では顕著であっ
た。遊泳検査において偏侍が認められたものはヒスタミン非投与群で21例中5例であるのに対し、
ヒスタミン投与群では25例中10例と増加していた。自発眼振はヒスタミンを投与した38例の3例
にのみ認められ、ヒスタミン非投与群では全く認められなかった。自発眼振を起こした3例には
全て血管条に高度の浮腫が認められ、その1例ではライスネル膜の破裂も見られた。内リンパ盤
にHRPエマルジョンを注入した後にステロイドを与えた動物では、ステロイド投与時期が早い
程、内リンパ嚢への細胞浸潤、肉芽形成は少なく水腫の程度は軽度であった。また、平衡感覚異
常、聴力低下も軽度であり、全例において自発眼振は認められなかった。以上の実験結果から、
著者はメニエール病のめまい発作には内リンパ液の吸収抑制に加えて内リンパの生産過剰が必要
であると結論している。
この研究は急激な内リンパ圧の変化がメニエール病のめまい発作に関係していることを実験的
に示したものであり、これはメニエール病発症の機構解明に貴重な手掛りを与えるものである。
また、ある種の免疫反応が関与する内リンパ水腫に対して、ステロイドの早期投与が臨床上有効
であることの実験的根拠を示すものである。以上の理由から、本研究は学位論文としての価値を
充分有するものと認める。
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